
女子学生の生活態度 ・意識の推移

野 村 晶 子

〔目的〕;女 子学生の生活態度 ・意識 を現時点

で把握することを目的に,1986年 の調査結果

(日本教育心理学会第28回 総会で発表 し,本学

家政研究でも報告 している)と 比較 し,7年

間の推移 をみた。

〔方法〕;1)調 査 対 象…女子 学生(1年 次)205

名(1986年 度147名)。2)調 査 期 間 …1992年10

月 。3)質 問紙法 に依 る。4)調 査 項 目…1.人

生観 関係,II.自 己 関係,III.友 人 ・生活関

係,IV.家 庭 関係,V.学 校 関係,VI.国 家 ・

社 会生活 関係,VII.未 来 関係,V皿.異 性関係,

以 上8項 目を設定 した。

〔結果及 び考 察〕

1.人 生 観関係 では,(TableI)Fig.1(1)「 人

生で何 を求 めて います か」の質問 に対 し,1

位 は 「他 人 との誠実や 愛」128名(21.1%)で

あ り,次 い で 「幸 福 な 結 婚 」114名(18.8

%),3位 は「や りが いのあ る仕事 」98名(16.1

%)で あ る。 これに対 し1986年 の1位 は,「 幸

福 な結婚 」,2位 は 「円満 な家庭 の建 設丿,3

位 「他 人 との誠実や 愛」 であ った。本調査 で

は3位 に 「や りがいの あ る仕事 」が選 ばれた

こ とに注 目 したい。又,1986年 の1位 を占め

てい た 「幸福 な結婚」 よ りも 「他 人 との誠実

や 愛」が選 ばれ順 位が逆転 してい る。(2)「 宗

教,信 仰」 は全 く選 ばれて いない(無 信仰)

176名(85.9%)。 変 容 はみ られなか った。(3)

「道 を尋 ね られた時 どうしますか」に対 し 「頼

まれれば教 える」174名(84.9%)で 他 人へ の

思 いや りは消極 的で あ り,7年 間 の変容 はみ

られない。(4)「 人 間 の本性 は善 であ る」75名

(36.6%)次 い で 「善 で も悪 で もない」73名

(35.6%)で,1986年 の1位 と逆転 して い る

が,や やPositiveな 見 方 をして い る。(5)「頼 れ

る ものは 自分 だけ」 では ない137名(66.8%)

と人 間関係 の大切 さを認知 してい る。(6)「 今

(Table.1)1.人 生 観 関 係N=205,()内':.…N=147

N%(N%順 位)

(1)人 生で何 を求めて います か

他 人 との誠実や愛128

お金や地位55

や りが いの ある仕事98

信仰に よる救 い28

円満 な家庭 の建 設81

国家社会へ の献 身4

趣味 に合 った生活83

幸福 な結婚114

その他11

何を求めてよいかわからない0

(2)宗 教 を信仰 しますか

信仰による救いを求めている

神や 仏な どは信 じられ ない

信仰 に関心が ない

(3)

声 をかけてみ る

たずね られれ ば教 える

気にかけ ない

21.1(10168.73)

9.0(3313.05)
16.1(4329.34)

4.6(00-)
13.3(10269.42)

0.7(21.46)
13.7(4329.34)

18.8(10370.11)
1.8(00-)

o.o(io.77)

167.8(23
94.4(1

17685.9(122

道に迷 って いる人を見た らどうしますか

3115.1(25
17484.9(122

00.0(o

15.62)

0.73)
83.01)

17.02)

83.01)
o>

N%(N%丿 頂位)

(4)人 間の本 性は本来善 か悪かいずれだ と思 います か。

善 であ る

悪 であ る

善 でも悪 で もない

わか らない

7536.6(5436.72)
2713.2(1731.63)

7335.6(6644.91)
2813.7(106.84)

(5)「 頼れ るのは 自分 だけだ」 とい う意見に賛成 です か

は い

いいえ

6632.2(5738.82)
13766.8(9061.21)

⑥ 「今の社会 ではあ くせ くしないでの んび りす るのが大切

だ」 とい う意見に賛成 です か

はい

いいえ

15173.7(8457.11)

5225.4(6242.22)

⑦ 「お金 は貯金 す るよ り使 った方が よい」

は い

い いえ

わか らない

5627.3(3020.43)
10048.8(8356.51)

4622.4(3423.12)
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の社 会 では のん び りす るのが大 切 だ」151名

(73.7%)と1986年(57.1%)よ り16%伸 び て

いる。即 ち意識 に変動 がみ られた。時代的要

請 とも受 け とめ られ る。(7)「 お金 は貯 金す る

よ り使 った方が よいか」に対 し,「 いい え」100

名(48.8%)で あ るが,1986年(56.5%)よ

り,や や下 降がみ られ(8%),バ ブ ル経済崩

壊 に伴 な う意識の変動 とも受 け とめ られ る。

II.自 己 関係(Table2),Fig.2で は,(1)「 自

分 の性 格 にや や 不満 」100名(48.8%)で あ

り,(2)「 や や 内向的」60名(29.3%),次 い で

「やや 外向的」57名(27
.8%)で あ る。1986年

は 「中庸(普 通)」49名(33.3%)人 並 み であ

りた い(安 定 感が あ る)で あったのが,個 性

化(あ りの ままの 自分 を認知 す る態度)が み

られ たこ とにな る。(3)又,女 子学生 は 「自分

の話 し好 き」63.9%を 認 めてい る し,1986年

よ りその傾 向がやや強 くなって いる。(4)「 自

分 の意志 は強い43.9%と1986年33.4%よ りや

や高 くな ってい る。(5)「 自分 の人柄 は未 だ魅

力的」 とは言 えない(43.0%)状 態 で,普 通

111名(54.1%)と 回 答 し,1986年 と大差 はみ

られ ない。(6)「 人 間 として他 の人 と比較す る

と劣等感 が ある31.4%で,約1/3の 者 に 自信 が

み られない状態 であ るが,半 数 以上 の者 は「普

通 」 と回 答 して い る。59.5%(1968年72.8

%)。 わ ずか なが らも 自己意 識に分 化(中 庸志

向か らの)が み られ た ようで ある。(7)「 進 学,

就 職 結婚 等の重要 な問題」 は,1位 「友達

に話 す」63名(31.0%),次 い で両親53名(26.0

%)と,青 年 期特 有の アンビバ レン トな状 態

を示 して はい るが,1986年(29.3%)よ り友

達志 向が,わ ずかなが らも上昇 して いる。(8)

「特 に理想 とす る人物
,愛 好す る作 家,芸 術 家」

は 「両親 」 をあげた者 は21名(10.2%)で あ

るが,「 オー ドリー ・ヘ ップバー ン」5名(2.4

%)も あ り,当 時 の トピックスに左右 され る

傾 向 もみ られ る。本 調査 では,「小 和 田雅子様」

1990年 で は 「川 鳴紀子様」,1986年 年 では 「山

口百恵」 もあげ られ てい る。⑨ 「休 日をどの

よ うに過す のか」 に対 し,1位 は,「 ラジオ,

テ レ ビ」27名(13.1%),2位 は 「町 をぶ らっ

く」25名(12.1%),3位 は 「音楽」16名(17.8

%)で あ るが,順 序 の逆転 はあ るものの1986

年 に も選 ばれ てい る。 ただ し,今 回は,1986

年 の 「スポー ツ」23名(15.6%)と,「 何 もせ

ずぶ らぶ らして い る」18名(12.2%),と,2
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%前 後 に下 り,本 調査 では,ア ルバ イ ト15名

(7.3%)が 浮 上 して きたこ とに特 に注 目した

い。 人生観 の項 目にみ た ように女子学生 は仕

事 を志 向 してい る。 また,「 小旅行 」,「読書」

「造形 ・美術」は皆無 となった。受け身的にな

り,個 性(価 値観),創 造性 とは結びつかない

ようである。

(Table.2)II.自 己 関 係N=205,()内1986…N=147

N%(N%順 位)

(1)自 分 の性格等につ いて満 足 してい ますか

満 足 してい る83.9(32.04)

やや 満足 している8039.0(5034.02)

や や不満 である10048.8(7047.61)

不満で ある157.3(2416.33)

(2)自 分 の性格 につ いて どの ように考 えて いますか。

非常に外向性である
やや外向性である

普通(いずれでもない)

やや内向性である
非常に内向性である

2512.2(106.84)

5727.7(3926.53)
5928.8(4933.31)

6029.3(4530.62)
21.0(42.75)

(3)自 分 の話 し好 きについて どの よ うに考 えますか。

非常に話し好きである
やや話し好きである

普通

やや話し好きでない
話すことは非常に嫌いである

6029.3(2013.63)

7134:6(6040.81)
6531.7(5235.42)
73.4(150.24)

10.5(00-)

(4)自 分 の 意 志 は強 い と思 い ます か

非 常 に 強 い146.8(6

や や 弓蚕ミレ、7637.1(43

普 通5627.3(39

や や 弓葛レ、5426。3(50

非 常 に 弱 い31.5(9

(5)自 分 の 人柄 は魅 力 が あ る と思 い ます か

非常に魅力がある
やや魅力的である

普通
やや魅力が足りない

非常に魅力がない

4.15)

29.32)

26.53)
34.01)

6.14)

42.0(21.45)
3215.6(2416.33)

11154.1(7853.11)
4421.5(3725.22)

125.9(64.14)

(6)人 間 として他の人 と比較 してどの ように思い ますか。

非常 に優越感 をもって いる

やや優 越感 をもって いる

普通

やや劣等感 をもっている

非常に劣等感 を もってい る

21.0(00-)
125.9(74.8)

12259.5(10472.81)
5426.3(3124.12)

104.9(21.44)

(7)

母 親

友 達

父 親

両 親

先 生(カ ウンセラー)

姉 ・兄

先 輩
おば さん

恋 人

(s)

さい

オー ドリーヘ ツプバー ン

黒柳哲子

山口百 恵

両 親

佐藤愛子

シ ョパ ン

いわさ きちひろ

三 浦綾 子

S・ ワンダー

赤 川次郎

アガサ ・ク リスティー

C9)

スポーツ

映画 ・演劇等 を見 る

ラジオ ・テ レビ

読書

音楽

町 をぶ らつ く

小旅行

勉強す る

N%(N%」 頂位)

進学,就 職,結 婚 等,重 要 な問題 は誰 に相談 しますか
4421.0(3825.93)

6331.0(4329.32)
42.0(10.76)

5326.0(4631.31)
20.9(42.75)

94.4(64.14)
20.9(10.76)

00.0(10.76)
94.0(10.76)

特に理想とする人物,愛 好する作家 ・芸術家等をあげな

52.4(00.0)
00.0(io.7)

00.0(32.0)
2110.2(85.4)

00.0(21.3)
00.0(21.3)

00.0(21.3)
00.0(32.0)

20.9(21.3)
10.5(21.3)

20.9(10.7)

休 日をどの ように過 ごす こ とが 多いですか

家族の者 とともに過 ごす

造形 ・美術

室 内遊戯

けいこご と

何 もせ ずぶ らぶ らしてい る

その他

アルバイ ト
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m.友 人 ・生活 関係;(Table3),Fig.3で

は,(1)「 現 在の友人 関係 に満 足 してい る」109,

名(53.2%),「 や や満 足」74名(36.1%)で,

安 定 してい る(変 化が み られ ない)。(2)「 心 を

うち明けて話せ る友達」は 「い る」154名(75.1

%)で 「同性 」107名(52.2%)で あ った。1986

年 は 「同性 」133名(90.5%)で あ ったのが,

本 調査 では,両 方42名(18.5%)に 分 散 し(1986

年4名2.7%)は じめ てい る。即 ち,友 人関係

(相手)は 変容 の傾 向が出て い る。(3)「友 達づ

き合 い」は 「深 くつ き合 った方が よい」175名

(85.4%)で あ る。(4)「友 人 との雑 談」は,1

位 は 「恋 愛や 異性 等 につ い て」179名(87.0

%),2位 は 「学業,職 業,友 人等」170名(82.6

%),3位 は,「 趣 味,娯 楽 等119名(58.5

%),2位,3位 の 順位 は逆転 してはい るが,

1986年 で もこの項 目は選ば れてい る。 これに

反 し,政 治,経 済,人 生,哲 学論 などは,話

され ない よ うであ る。身近 な話題 に終止 して

い る。

(Table.3)III.友 人 ・生 活 関 係N=205,()内 ・:.…N=147

N%(N%順 位)

(1)現 在 の友人関係 につ いて満 足 してい ますか

満足 して いる

やや満足 して いる

満足 して いない

わか らない

10953.2(6040.8
7436.1(6342.9

146.8(2013.6
62.9(42.7

2)
1)

3)
4)

(2)ど ん なことでも心 を うちあけて話せ る友人が いますか

い る

同 性

異 性

両 方

いない

15475.1(13994.6

10752.2(13390.5
31.0(21.4

4218.5(42.7
209.8(74.8

1)

2)
5)

4)
3)

N%(N%順 位)

(3)「 友 達づ きあいは深 入 りしない方が よい」

は い

い いえ

2713.2(1711.6)
17585.4(13088.4)

(4)閑 な とき友人 とどん な雑談 をします か。

政治 ・経 済等につ いて

衣食住等 について

学業 ・職業 ・友人等につ いて

将来 の希望

恋愛や 異性 等につ いて

人生 ・哲学論

趣味 ・娯 楽等

その他

10.0(10.7

6029.2(5638.1
17082.6(8557.8

5727.8(4127.9
179.87.0(11981.0

146.8(32.0
11958.5(10068.0

73.4(32.0

8)

4)
3)

5)
1)

6)
2)

6)
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IV.家 庭 関係;(Table4),Fig.4,(1)「 現

在 の家庭 に満 足 して います か」に対 し,83.5

%の 者 が満 足 と回答 し,(「 や や満足,122名,

「満足」46名)7年 間 での変容 は無 く
,女 子学

生 は,家 庭 に満足 してい る。(2)「 家 族 につ い

て どの よ うに考 えて い ますか」,に つ いては,

先 ず,父 親 の愛情 …厳 しい なか に人生の本 当

の愛 を教 えて くれ る(Positive)。 普 段,口 に

出 さ な い が 心 配 して くれ て い る。(Posi-

tive)。 形 にな らないが良 い(Positive)。 も っ

と話 した い。 も う少 し優 し く して 欲 し い

(negative)。 姉 への愛情 の方 が強 い ように思

われ る(negative)。 の 記述 であった。母の愛

情 …何 も言 わな くて もよ く理解 して いて くれ

る(Positive)。 愛 情 を持 っていて くれ るので

感謝 して いる(Positive)。 過 保 護 す ぎ る位,

愛 して くれ てい る(Positive)。 よ く考 えてい

て くれ る(Positive)。 優 しい人(Positive)。

神 経質 で心配 が 多い(negative)。 そ の他 の家

族 の愛情 …いつ もお互 い行 き来 して仲 が良い

(Positive)。 時 にはケン カ して も,よ く考 えて

くれて い る(Positive)。 妹 は,姉 の私 を尊敬

してい る(Positive)。 兄 弟 としてわか り合 っ

てい るの で満 足 してい る(Positive)。 姉 は,

潔 癖 症 で,妹 はお とな しい。

全体 の人 間関係 …皆,平 等 に,個 人の意見,

行 動 を尊重 してい る(Positive)。 心 を割 って

何 で も話せ る(Positive)。 う ま く行 って いる

(Positive)。 仲 が良 い(Positive)。 ま とまっ

て いない(Negative)。 即 ち,女 子 学生の家族

関係 には,Positiveな 要 因が 多 く,好 ま しい状

態が あげ られ たが,母 親 に対 して よ りも父親

への記述 が少 ない。又,Negativeな 要 因 も記

述 はされて はいるが,こ れ は個 人のPersonal-

ity要 因 に基づ くもので はあ るが,建 設的 な意

見 と受 け止め てよいで あろ う。(3)「 親 の考 え

方や生 き方 の くいちがいが あ るのか」 に対 し,

「い くらかあ るが気 に しない131名(63 .9%)。

で 「くい ちが いがあ る」 は4名(23.9%)で

あ った。 この結果 は1986年 か ら変 容 は無い と

みて よいであろ う。(4)「 隣 近所 との交 流」 は,

「ある」134名(65 .4%)で,1986年 よ り9.4%

減 少 して いる。(5)「 家 庭 の収 入は十分 と思 い

ますか」に対 し,十 分137名(66.8%)で,1986

年 よ り7.6%増 加 してい る。(6)お母 さん をどの

ように してあげたい ですか 」に対 し,1位 「も

っと趣味や楽 しみ を持 って もらいたい」137名

(22.2%)。2位 「母が歳 を取 ってか ら も,も
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っ と一 緒に いて あげたい」127名(20.6%)。

3位 「家 族皆が もっ と母 を理解 してほ しい」

71名(11.5%)。 と,優 しさ,い たわ りを持 っ

て いる。(7)「 両 親 その他 に反抗 を感 じました

か」に対 し,「 やや反抗 を感 じた」99名(48.2

%)。 「強 い反抗 を感 じた」56名(27.3%)。

と,青 年期独 特の現象 を強弱の差 は ある もの

の75.5%の 者 が持 った ようで ある。

(Table.4)IV.家 庭 関 係N=205,()内':.…Nニ147

N%(N

(1)現 在の家庭 に満足 して いますか

満足 してい る10249.8(69

やや 満足 して いる6933.7(51

やや 不満で ある2411.7(23

不満であ る62.9(　 3

(2)家 族につ いて どの ように考 えて いますか

父の愛情

%順 位)

47.0

34.7

15.6

2.0

1)

2)
3)

4)

厳 しい なか に人間のほん とうの 愛を教 えて くれ る(P)

形にな らないけれ ど良 い と思 っている(P)

比べ ると私 よ り姉への愛情が強 いよ うに思 う(P)

普段 口に は出さないが心配 して くれてい る(P)

もう少 し優 し くして欲 しい(N)

もっと話 したい(±)

母の愛情

何 も言わ な くてもよ く理解 して くれてい る

人並 み に愛 情 を もって くれ て い るの で感 謝 して い る

(p)

過 保護す ぎる くらい私 のこ とを愛 して くれてい る(P)

神 経質で心配が 多い(N)

よ く考 えて くれて いる(P)

優 しい人(P)

その他 の家族

いつ もお互 い行 き来 して仲が良 い(P)

姉 は潔癖症 で妹 はお となしい(±)

時にはケ ンカして もよ く考 えて くれてい る(P)

妹 は姉で ある私 をうや まっている(P)

兄弟 として わか って いるの で満 足 してい る(P)

全体 の人間関係

皆平等に個人の意見 ・行動 を尊 重 してい る(P)

心 をわ って何 でも話せ る(P)

それな りに うま くいっている(P)

スムーズ で仲が良 い(P)

ま とまって いない(N)

N%(N%順 位)

(3)親 の考 え方や生 き方 の くいちがいがあ りますか

あ る4923.9(3624.52)
い くらか あるが苦 に しない13163.9(10168.71)

な い2512.2(106.83)

(4)隣 近所の家 とうち とけた交流があ りますか

あ る13465.4(11074.8)

な い7134,6(3725.2)

㈲ 家庭の収入 は十分 と思いますか

十 分13766.8(8759.2)

不十分6732.7(6040.8)

⑥ お母 さん を どの ように してあげたい と思い ます か

もっ と趣味や楽 しみを持 って13722。2(10974.11)

もらいたい

家族 みなが もっ と母を理解 し7111.5(4228.63)

てほ しい

経済的 に もっ と独 立させ てあ579.3(3221.84)

げた い

夫や子 ど もに頼 るだけでな く508.6(4228.63)

自分 自身の生 きる 目的 を持 た

せて あげたい

家ばか りにこ もっていないで487,8(2517.05)

芸術 ・政治 ・社会 問題 な ども

っと外 のこ とに関心 をもって

ほ しい

母が歳 を とってか らも,も っ12720.6(9363.32)

と一緒 にいてあげたい

(7)青 年期 に両親 その他 に反抗 を感 じましたか

強い反抗 を感 じた5627.3(4127.92)

やや反抗 を感 じた9948。2(8255.81)

あま り反抗的 でなかった4321.0(2315.63)

全 く反抗 を感 じなかった62.9(14,24)

一76



V.学 校 関係;(Table5),Fig.5,…(1)「 今

までの学校 生活 に満足 してい ますか」 に対 し

「や や満 足」122名(59 .5%),「 満 足 してい る」

46名(22.4%)でPositiveな 回答 が得 られ た。

1986年 で も1位 は 「や や満足」85名(57.8%)

で あ ったが,や や不満 は41名(27.9%)で,

本 調 査 で は満 足度が高 くな って い る。(2)「 進

学 す る主 な理 由 は何か」に対 し,1位 は,「 教

養 を身につ け るため」103名(50.2%)。2位

は 「将来 の職 業生活や結婚 生活 を有利 にす る

ため」74名(36.1%)で あ る。1986年 で もこ

(Table.5)V.学 校 関 係

⊥v)そ)1⊥v癶)川 只1-丿

(1)今 までの学校生活 に満 足 してい ますか

満 足 してい る4622.4(149.53)

やや 満足12259.5(8557.81)

や や不満3014.6(4127.92)

不満31.5(74.84)

(2)進 学す るのは次 の項 目のいずれが主 な理由 ですか

将来の職業生活や結婚生 活を7436.1(13088.42)

有利にす るため

教養 を身 につ けるため10350.2(13591,81)

他の人達が進学す るので 自分50.2(6644.93)

も進学 したいか ら

親が上級学校へ進 学 した方が83.9(3624.54)

将来得 である とすすめたか ら

将来 は親 の職業や 家柄 な どに00.0(00-)

よって決 まるから進学は不必要

上級学校へ行 くのは時間の浪42.0(00-)

費 だ,若 い時か ら働いた方が

良 い

上級学校へ 生 きたいが生活の00.0(10.76)

ため働 かな くては ならない

その他50.2(85。45)

れ ら2項 目が選 ばれたが,「他 の人達 が進学 し

た方が,将 来,得 であ る とすす め たか ら」 が

第3位,66名(44.9%)。 と,主 体性 の無 さ を

示す項 目をあげ たが,本 調査 では,0.2%と 減

少 してい るこ とに注 目したい。(3)「 学 校 は就

職や結婚 に有利 にな る手段 とな って いる」147

名(71.7%)。 「いいえ」26.3%(1986年6.8%)

で あ り,約20%の 者 が,そ れ ら以外 の 目的の

ため進学 して いる。(4)「 今 の学校 で は試験 の

成績 で優劣 を決め て人間性 を無視 してい ます

か」 に対 し,「 はい」 は157名(76.6%)で あ

Nニ205,()内1986…N=147

　ヨ ノ　 ヒ 　ヨ ノむ ハレペ ロ　しノ

(3)学 校 は就 職 や 結婚 に 有 利 に な る手 段 とな っ て い ます か

Gま レ、14771.7(13793.2)

レ、レ、え5426,3(106.8)

(4)今 の学 校 は 試 験 の 成 績 で 優 劣 を決 め て 人 間性 を無 視 して

い ます か

iま レ、15776.6(10672.1)

レ、レ、え4722.9(4127.9)

(5)学 校 で は社 会 で 役 立 つ 技 術 や 知 識 が 得 られ な い で す か

Zま レ、8541.5(8658.5)

レ、レ、え11757.1(6141.5)

(6)学 校 で は 学 生 ・生 徒 の 意 見 が 反 映 さ れ て い な い で す か

1ま レ、10752.2(8658.5)

4>レ、え9546.3(6141.5)

(7)現 代 は 能 力 よ りも,卒 業 し た学 校 に よ り,就 職 ・将 来 が

決 ま る社 会 で あ るの で す か

cま レ、12561.0(8457.1)

レ、レ、え8039.0(6342.0)
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った。(5)「 学 校 で は社会 で役立つ技術や知 識

が得 られ ないですか」 に対 し,「 いい え」117

名(57.1%)で,1986年 に は 「はい」86名(58.5

%)で あ った。即 ち,逆 転 したPositiveな 回 答

となった。(6)「 学 校 では学生の意見 が反映 さ

れて いないですか」に対 し「はい」107名(52.2

%)で,1986年 に は86名(58.5%)で あ り,

逆 転 した結 果 とな り,Negative態 度 にな った

こ とが示 され た。(7)「 現代 は能 力 よ りも,卒

業 した学校 に依 り,就 職 や将来 が決 まる社 会

です か」 に対 し,「 は い」125名(61.0%)。

と,1986年7.1%よ りも,学 歴社会 であ るこ と

を認知 して いる。

VI.国 家 ・社 会生活 関係 で は,(Table6),Fig.

6,(1)「 わ が国 に生 まれ,わ が国で生活す るこ

とに満足 してい ますか」 に対 し,満 足 してい

る109名(53.2%)。 や や満 足77名(38.0%)

と約90%の 学 生 がPositiveな 態 度 を示 してい

る。1986年 との大差 はみ られ ない。(2)「 我 が

国 に とって次の どれが重要 ですか」 に対 し,

1位 は 「自然 を大 切 に す る」114名(36.1

%)。2位 は 「平和 な社 会 を築 くこ と」54名

(26.3%)。3位 は 「社会保 障 に力 を入れ,ゆ

った りした生活」41名(20.0%)。 で,1986年

に は1位,「 平 和 な 社 会 」。2位,「 社 会 保

障」。3位 「自然 を大切 にす る」。 と,全 く順

位 は逆転 して いる。 さし迫 った現代 の社会 的

要請 が反映 され てい る とみ て よいで あろ う。

(3)「道 路 な ど公共事業 の ため,立 ち退 きをさ

せ られ る人達 は,し ば しば反対 運動 を起 こし

(Table.6)VL国 家 ・社 会 生 活 関 係Nニ205.()内1986…N=1.47

N%(N%順 位)

(1)わ が 国 に 生 まれ,わ が 国 で 生 活 す る こ とに満 足 して い ま

す か 。

満 足 して い る10953.2(9061.21)

や や 満 足7738.0(4832.72)

や や 不 満136.3(64.13)

不 満10.5(10.74)

(2)わ が 国 に と って 次 の どれ が 重 要 で すか

伝 統 や 文 化 を大 切 に す る こ と178.5(5738.84)

産 業 を 奨励 し,経 済 生 活 を豊52.4(3725.25)

か にす るこ と

社 会 保 障 に 力 を入 れ,ゆ っ た4120.0(8759.22)

り した 生 活 に す る こ と

平 和 な社 会 を築 くこ と5426.3(11678.91)

自然 を大 切 に す る こ と7436.1(7953.73)

国 際社 会 で 尊 敬 され る こ と94.4(3221.86)

そ の他52.4(21.47)

(3)「 道 路 な ど公 共事 業 の た め 立 ち退 き させ られ る 人 た ち は,

しば しば 反 対 運 動 を起 こ します 」 そ の 運 動 に つ い て

権 利 の 主 張 と して 当然 だ16681.0(9967.31)

公 共 の 福 祉 の ため 不 当 だ と思 う178.3(2215.03)

そ の他115.4(2416,32)

(4)「 国全 体 の 利 益 に重 点 が 置 か れ す ぎ て 国 民 ひ と りひ と り

が な お ざ りに され て い る」 と思 い ます か

Gま レ、15575.6(8255.8)

wレ 、え4622.4(6242.2)

⑤ 「国民 の の ぞむ こ と と反 対 の 政 治 が行 な わ れ て い る こ と

が あ る」 と思 い ます か

Gま レ、19394.1(12887.1)

レ、レ、え104.9(1912.9)

(6)「 人 間 の信 頼 よ り規 則 や 法 律 に縛 られ て い る社 会 で あ る」

と思 い ます か

は レ、11455。6(8859.9)

い い え9043.9(5940,1)

(7)「 お金 さえ あれ ば何 で も で き る物 質 万 能 の 社 会 に な っ て

い る」 と思 い ます か

cま レ、15676.1(11376.9)

レ、レ、え4522.0(3423。1)

一 一N%(N%順 位)

⑧ 「人間の将 来は親 の職 業や家柄 に よって事実上 決 まって
いる」 と思 いますか

iま レ、8842.9(7752.4)

レ、レ、え11355.1(6946.9)

⑨ 「大 人は現 状維 持 を大切に しす ぎている」 と思い ますか

Gま レ、11355.1(9967.3)
w4>え8943.4(4832.7)

⑩ 「老 人が気 の毒 な社会だ」 と思 いますか

cま レ、8642.0(7853.1)

レ、4>え11656.6(6946.9)

⑳ 「国は国民の権 利や福祉 を守 っている」 と思い ますか

十分守 っている10.4(10。74)

やや十分 である5024.4(6040.82)

あ ま り十分 でない13967.8(8457.11)

全 くだめ である157.3(21.43)

⑫ 社会 に対 して不満 をもった と仮定す る とどんな態度 が良
い と思 いますか

選挙権 を行使 す るくらいで,12360.0(9161.91)

それ以上積極 的な態度は とら ・

ない

(その理由)

個人 の力では及ぼない と9143.9(7651.71)

ころに問題があ るか ら

社会 の ことは誰か適当な20.9(21.45)

入 がや れば よいか ら

自分 に とって他 に もっと94.4(42.74)

大切 なこ とがあ るか ら

合法 的範 囲で積極的 な行動に4019.5(2919.72)

訴 え る

場合 によっては暴力 など非合00.0(10.76)

法的 な手段 に も訴 える

あま り関心がな く何 もや らな3818.5(2617.73)

い
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ます。 その運動 につ いて ど う思 い ますか」 に

対 し,「 権 利 を主 張 す るの は 当 然 だ」166名

(81.0%)。1986年 で も99名(67.3%)。 で,高

いが14.3%増 加 してい る。(4)「 国 全体 の利益

に重点が 置かれす ぎて,国 民ひ とりひ と りが

なお ざ りに され ている と思い ますか」 に対 し,

「はい」155名(75 .6%)。 で,1986年 は82名(55.8

%)で あ ったが,約20%,とNegativeな 回 答

が増加 し,不 満 が強調 された こ とにな る。(5)

「国 民 の望 む こ とと反対 の政 治が行 われ て い

るこ とが あ ると思 います が」に対 し,「 は い」

193名(94.1%)。 と非常 に強 いNegativeな 状

態 が示 され た。 また,1986年 で も87.1%を 示

していた こ とに なる。女子学生 の会話 の中で

は政治,経 済 につ いては語 られ る こ とは皆 無

に等 しいが,Negativeな 意 識(政 治 に対 す る)

は,根 強 く,拡 大 してい るとみ て よい であろ

う。(6)「 人 間の信頼 よ り規 則や法律 に縛 られ

てい る社会 ですか」に対 し,「はい」114名(55.6

%)。 と,過 半数 を占めて いる。 しか し,1986

年59.9%よ りも4.3%減 少 した ことにな る。こ

の結 果 は,(5)を 強 調 させ るための対.照的 な反

応で あろ う。(7)「 お 金 さへ あれば何 で もで き

る物質 万 能 の社 会 に な って い る と思 い ます

か」に対 し,「 は い」156名(76.1%)。 と 回答

し,1986年 に も76.9%と,こ の意識 は続いて

い る。(8)「 人 間の将来 は親 の職 業や 家柄 に依

って,事 実上,決 まってい ると思 い ますか」
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に対 し,「 いいえ」113名(55.1%)。 と,過 半

数 を占め,質 問 に対 しNegativeな 態度 を示 し

て い る。 これ は1986年 の 「は い」52.4%。 と

逆転す る,女 子学生 の意志 が示 された とみて

よいであ ろ う。(9)「 大 人は現状維持 を大切 に

しす ぎて いる と思 い ますか」 に対 し,「 はい」

113名(55.1%)。 で あ るが,1986年67.8%よ

り12.7%減 少 してい るこ とに注 目したい。即

ち,「 大 人 は現状 維持 ばか りを大切 に は しな

い」 とい う見 方 も出始めて い るようである。

女 子学生 は社会 情勢の激動 を認知 し,環 境 に

も反応 してい るので ある。⑩ 「老人が気 の毒

な社 会 だ と思い ますか」に対 し,「 いいえ」116

名(56.6%)。 で,1986年 に は 「はい」53.5%

で 過 半数 を占めてい たが態度 は7年 聞で逆転

している。(11)「国 は 国民 の権 利や福祉 を守 っ

て いる と思い ますか」に対 し,「 あま り十分 で

ない」139名(67.8%)。 で,1986年 の57.1%

よ り,10.7%の 批 判が こめ られ増加 してい る。

⑫ 「社会 に対 して不満 を持 った と仮定 す る と,

ど のよ うな態度が良 い と思 い ます か」に対 し,

「選 挙権 を行使 す る位 で
,そ れ以上 の態度は と

らない」は,123名(60.0%)。 で,1986年 の

61.9%。 大 差 は み られ な い。 「そ の理 由」 で

は,1位 は 「個人 の力では及 ばない ところに

問題 があ るか ら」91名(43.9%)。 で,2位 は

「合 法的 な範 囲で積 極的 な行 動 に訴 える」40名

(19.5%)。3位 は 「あ ま り関心 がな く,何 も

や らない」38名(18.5%)。 で あった。

VII.未 来 関係 では(Table7),Fig.7,(1)「 人

類 の叡 知 で世界大戦 はさけ られ るだ ろ うと思

い ますか」 に対 し,「 はい」141名(68.8%)

で あ る。1986年 に は,61.2%で7.4%増 加 し,

Positiveな 意 識 を持 ってい る。(2)「人 類 の叡知

で地球 の汚染や 資源の減失 は妨 げ るだろ うと

思 い ますか」に対 し,「 はい」112名(54.6%)

で あ る。1986年 に は 「いいえ」68.6%で あ っ

たのが逆転 してい る。(3)「30年 後 には もっ と

住 み よい社会 にな ってい るだ ろ うと思 い ます

か」 に対 し,「 いいえ」155名(75.6%)で あ

る。1986年 に も74.1%と 同 じ意識 を持 ってい

た こ とにな る。

皿.異 性関係(Table8)Fig.8で は,(1)「 結

婚 につ いて,見 合 い結婚 と恋愛結婚 と,ど ち

らが望 ましいです か」に対 し,「 恋 愛結婚」154

名(75.1%)。 で,1986年 に も64.6%で,同 じ

傾 向 を示 してい るが,「 見合 い結婚 」6.8%。

で あ ったのが,本 調査 では,皆 無 となった。

(2)「結 婚相手 を選 ぶ とき,次 の どれ を最 も重

要 としますか」 に対 し,1位 は 「性格」88名

(42.9%)。 で2位 は 「愛情」87名(42.4%)。

3位 は 「経 済」16名(7.8%)。 と,激 変 して

い る。 又,1986年 に は,1位 は 「愛情」78.9

%。2位 は 「性格 」72.2%。3位 は 「経 済」

69.4%。 で,1位,2位 の順 序が逆転 して い

る。又,1986年 の3位 の 「経済」 は,重 要 な

項 目であった。本調査 では,「 知 能」(学 業成

績),「 容 姿 」,「職業」,「家庭 環境 」,「純 潔」,
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「その他 」は
,皆 無 であった。(3)「性 的変化(初

期)に つ いて どん な感 じを持 ち ましたか」 に

対 し,1位 は 「いや な感 じ」50名(24.3%)。

2位 は 「恥 か しい」45名(22.0%)。3位 は 「予

期 した もの が生 じた」33名(16.1%)。 で,

Negativeな 回 答で あった。1986年 の 順位 も全

く同 じで ある。(4)「 性 的知識 を主 として どん

な経路 で得 ま したか」 に対 し,1位 は 「学校

で」144名(70.0%)。2位 は 「雑誌」23名(11.0

%)。3位 は 「家族か ら」19名(9.0%)。 で あ

る。1986年 に も順 位は変 わってい ない。(5)「現

在,特 に愛情 を感 じてい る異性が い ますか」

に対 し,「 いる」114名(55.6%)で あ る。(6)

「結 婚 前の性 的関係 を認め ます か」に対 し,「愛

情が あれば よい」142名(69.3%)。 で1986年

の49.0%に 対 し,7年 間 で20.3%と 急 激 に増

加 してい る。 また,「 愛情 が な くて もよい」3

名(1.5%)。 や,「 わか ら な い」41名(20.0

%)。 と,倫 理性 を問 われ るもの,無 知,な ど

も含 め,性 的意識 に大 きな変革 をみ た。⑦ 「現

在,純 潔ですか」 に対 し,「 純1で ある」160

名(78.0%),で あ る。1986年 に は95.2%で あ

った。7年 間に17.2%と 急減 の傾 向 をた どっ

てい る。(8)「 結 婚 した場合相 手の家族 との同

居 につ いて」は,「 別居 したい」が最 も多 く112

名(54.6%)。 で,1986年 との差異 はみ られな

い。(9)「 同性 愛 を感 じた経験が あ ります か」

に対 し,何 等か の形 での同性愛 は22.5%で,

1986年 との差異 はみ られなか った。(10)「結 婚

す る場合,相 手 の純潔 につ いて,ど の ように

考 え ます か」に対 し,「ほ とん ど問題 に しない」

125名(61.0%)。 で,1986年 の59.2%と 大 差

はみ られ なか った。又「絶対 に純潔 を求め る」

8名(3.9%)。1986年 で は4.8%で あ った。

(Table.8)Vm.異 性 関 係

N%(N%順 位)

(1)結 婚 に つ い て,見 合 結婚 と恋 愛 結 婚 と ど ち ら が望 ま しい

です か

見 合 結 婚00.0(106。83)

恋 愛 結 婚15475.1(9564.61)

どち らで も よい4923.9(4228.62)

(2)結 婚 相 手 を選 ぶ と き次 の どれ を最 も重 要 と し ます か

健 康146,8(5839.54)

愛 情8742,4(11678,91)

知 能(学 業 成 績 等)00.0(1812.25)

性 格8842.9(10772.22)

容 姿00.0(106.86)

経 済(生 活能 力)167.8(10269.43)

職 業00.0(21,48)

家庭 環 境00,0(64.17)

糸屯 潔00.0(21.48)

そ の他00.0(10.710)

(3)性 的 変 化(初 潮)に つ い て どん な感 じ を持 ち ま し たか

うれ しか っ たg4.4(1812.26)

いや な感 じ5024.3(8155.12)

はず か し い感 じ4522.0(8759.21)

不 安 な感 じ3215.6(6644.93)

予 期 し た も の が 生 じた感 じ3316.1(4732.04)

大 人 に な っ た感 じ199.3(4631.35)

誰 か に打 ち 明 け た い 感 じ31,5(96.17)

そ の他136.3(32.08)

(4)性 的知 識 を主 と して,ど ん な 経 路 で 得 ま したか

家 庭 か ら199.0(2718.44)

学 校 で14470.0(13491.21)

図 書52.0(1510.25)

雑 誌2311.0(12182.32)

テ レ ビ ・映 画 等94.0(7148.33)

そ の他52.0(32.06)

N=205,()内1986…N=147

N%(N%1頂 位)

(5)現 在 特 に 愛 情 を感 じて い る異 性 が い ま す か

い る11455.6(7551。01)

い な い7838.0(6846.32)

そ の他73.4(32.03)

(6)結 婚 前 の 性 的 関 係 を認 め ます か

避 け るべ きで あ る178.3(3322,43)

愛 情 が あ れ ば い い14269.3(7249.01)

愛 情 が な くて も い い31.5(10。74)

わ か らな い4120.0(4127。92)

(7)現 在 純 潔 です か

純 潔 で あ る16078.0(14095.2)

純 潔 で な い3617.6(74.8)

(8)結 婚 し た場 合 相 手 の 家族 との 同 居 に つ い て

同 居 して よ い2512.2(1610.93)

別 居 し た い11254.6(8054.41)

ど ち ら で も よ い6531.7(5134.72)

⑨ 同 性 愛 を感 じた 経 験 が あ り ます か

強 い 同 性 愛 を もち 異 性 へ の 興42.0(32.04)

味 が な い

強 い 同性 愛 を もつ が 異 性 へ の157.3(106.83)

愛 情 は別 個 で あ る

軽 い 同性 愛 を もっ た2713.2(2013.62)

そ の他15475.0(11175.51)

⑩ 結 婚 す る場 合,相 手 の 純 潔 に つ い て ど の よ うに 考 え ます

か

絶 対 に純 潔 を求 め る83.9(74.83)

純 潔 で あ るこ と を希 望 す るが6933.7(5336.12)

あ ま り拘 泥 しな い

純 潔 に つ い て は ほ とん ど問 題12561.0(8759.21)

に しな い

一81一



〔結論〕;本 調査では,1986年 度調査に比べ,

「中庸であ りたい」(中 庸志向)か ら
,明 確に

自己を主張 し,客 観的(個 性志向)に 社会 を

認知する態度が養われている。親への依存か

ら,友 達への価値観の推移期間を捉えたこと

になる。女子学生は家族にはPositiveな み方

を して い る。「国家 ・社 会 関係」,「異 性 関

係」,に 大 きな意識・生活態度に変革がみ られ

たことを指摘 したい。Subjectsの 今後の健全

な自己同一性の確立に期待するものである。
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